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生誕200周年
幕末の志士 有

あり

馬
ま

厚
こう

軒
けん

（前編）

有
有
馬
厚
軒
と
い
う
末
吉
の
偉
人

を
御
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

有
馬
厚
軒
は
文
政
４
年
（
一
八
二
一
）

10
月
５
日
、
道
憲
の
次
男
と
し
て
、
二
之

方
荷に

原ば
る
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
年
は
ち
ょ

う
ど
生
誕
２
０
０
周
年
と
な
り
ま
す
。

　

諱い
み
な（
実
名
）
は
純
温
、
幼
少
は
七
郎
、

通
称
厚
助
、
号
し
て
厚
軒
・
亀
山
を
名

乗
り
ま
し
た
。（
※
こ
こ
で
は
厚
軒
で
統

一
し
て
表
記
）

　

厚
軒
は
、
医
者
で
あ
る
父
道
憲
よ
り

医
学
や
漢
学
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

鹿
児
島
の
造
士
館
に
入
学
し
、
弘
化
２

年(

一
八
四
五)
11
月
、
有
馬
新
七
ら

と
共
に
遊
学
の
た
め
京
都
に
上
り
ま
す
。

資
金
に
困
り
、
勉
学
の
傍
ら
按
摩
を
し

た
り
、
食
べ
物
が
無
く
お
か
ら
を
食
べ

て
辛
抱
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

朱
子
学
・
国
学
を
修
め
ま
し
た
。

　

有
馬
新
七
は
文
武
両
道
の
傑け

つ

物ぶ
つ

で
す

が
、
過
激
な
尊そ

ん

王の
う

攘じ
ょ
う

夷い

派
と
し
て
も
知

ら
れ
、
多
く
の
志
士
た
ち
と
交
流
し
て

い
ま
し
た
。

　

厚
軒
は
新
七
に
共
鳴
し
、
ま
さ
に
幕

末
の
志
士
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
嘉
永

２
年
（
一
八
四
九
）
帰
郷
し
ま
す
が
、

そ
の
後
も
、
新
七
と
手
紙
の
や
り
と
り

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

国
の
未
来
を
憂う

れ

え
て
い
た
厚
軒

は
、
同
じ
く
尊
王
攘
夷
派
の
有
村
次
左

衛
門
と
も
親
交
が
あ
り
、
安
政
７
年

（
一
八
六
〇
）、
時
の
大
老
井
伊
直
弼
誅ち

ゅ
う

殺さ
つ

（
桜
田
門
外
の
変
）
に
参
加
し
よ
う

と
し
て
、
密ひ

そ

か
に
家
を
出
ま
し
た
が
、

福
山
街
道
（
小
倉
あ
た
り
）
で
連
れ
戻

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
老
暗
殺
後
（
有
村
次
左
衛
門
は
本

懐
を
遂
げ
て
死
亡
）、
世
の
中
が
目
ま
ぐ

る
し
く
動
く
中
、
有
馬
新
七
は
、
諸
藩

の
尊
王
派
志
士
ら
と
共
謀
し
、
公
武
合

体
派
の
関
白
や
京
都
所
司
代
の
襲
撃
計

画
を
立
て
ま
す
が
、
同
じ
く
公
武
合
体

を
も
く
ろ
む
島
津
久
光
に
よ
っ
て
粛し

ゅ
く
せ
い清

（
寺
田
屋
事
件
）
さ
れ
ま
す
。
時
に
文
久

２
年
（
一
八
六
二
）
４
月
23
日
の
出
来

事
で
、
厚
軒
は
翌
月
８
日
に
こ
の
凶
報

を
知
り
ま
す
。

　

実
は
厚
軒
は
、
こ
の
件
に
当
初
か
ら

関
係
し
て
お
り
、
前
年
の
12
月
27
日
に

は
、
鹿
児
島
の
坂
元
幽
齋
宅
で
、
坂
木

六
郎
や
新
七
ら
と
密
議
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
厚
軒
は
こ
の
後
病
気
に
罹か

か

り
、

新
七
ら
と
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

奇く

し
く
も
二
度
の
歴
史
的
事
件
を
生

き
延
び
た
形
と
な
っ
た
厚
軒
で
す
が
、

こ
の
後
、
末
吉
の
偉
人
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

有馬厚軒居住之地の碑

末
吉
市
街
地
に
は
有
馬
厚
軒
に
関

す
る
２
つ
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。


